
令和６年度第２回埼玉県県央地域医療構想調整会議 議事概要 

 

                     開催日時：令和６年１２月４日（水） 

                          １９：００～２０：１０ 

                     開催形式：オンライン（Zoom） 

 

１ 出席者  

  別紙参加者名簿のとおり 

  傍聴者３名 

 

２ 議 事 

（１）第２回地域医療構想推進会議の主な意見について 

   概要について、保健医療政策課から説明があった。 

 

【質疑・意見等】 

 ・特になし 

 

（２）医療機関対応方針の協議・検証について 

   病床の転換計画について、北里大学メディカルセンターから説明があった。 

その後、医療機関対応方針の概要について、保健医療政策課から説明があった。 

 

【質疑・意見等】 

 ・特になし 

 

（３）令和５年度病床機能報告の結果について 

   概要について、保健医療政策課から説明があった。 

 

【質疑・意見等】 

 ・特になし 

 

（４）地域医療構想の達成に向けた課題について 

   概要について、医療整備課から説明があった。 

その後、入院及び退院に関わる現状の課題について、各病院から説明があった。

最後に、県央地域の病床稼動について、議論を行った。 

 

【質疑・意見等】 

（廣澤アドバイザー）各病院から説明があったように、高度急性期あるいは急 



性期について、県央地域では上手く連携が取れている印象である。稼働率を見て 

も、県の平均と同じ程度で安定しているため、やはり地域の連携はとれていると 

思われる。 

また、影山委員から話があったが、高齢者の増加により認知症あるいは独居と 

いうような様々な問題が、県央地域だけではなく全県的に見られる。このことに

ついては、より一層地域で協力して取り組んでもらいたい。 

 

（５）病床整備の進捗状況について 

   概要について、医療整備課から説明があった。 

   その後、自院の病床の整備状況について、こうのす共生病院から説明があった。 

 

【質疑・意見等】 

 ・特になし 

 

（６）届出による診療所の病床設置について 

   概要について、鴻巣保健所から説明があった。 

   その後、病床整備計画について、あげお在宅医療クリニックから説明があった。 

 

【質疑・意見等】 

 ・特になし 

 

３ その他 

（１）委員からの質問等 

（織田委員）順天堂大学の新病院開設計画が中止となったことについて、県央地

域に何か影響はあるのか。 

 

（保健医療政策課）すぐに影響が出るということは想定していないが、今後の影

響については引き続き検討をしていく。 

 

（織田委員）今後は、看護師の入職状況によって、病院の経営が左右されること

が考えられるが、看護師が集まるような政策や補助について、復職支援以外で何

か案はあるのか。 

 

（保健医療政策課）埼玉県医療人材課では、なり手を増やすこと、離職を防止す

ること、復職を支援することの３点を中心に施策を行っている。医療人材課にも

ご質問の内容を共有し、委員の皆様の話を直接聞けるような機会を設けられるよ

う検討していきたい。 

 



（２）廣澤地域医療構想アドバイザーの意見 

・高度急性期、急性期、回復期の病院から入院及び退院における課題等、様々な意 

見をいただいたが、県央地域では比較的上手く連携ができているということだっ 

た。まだまだ意見もあると思うが、さらに議論を深めてもらいたい。 

・地域医療構想におけるアンケート調査について、ご協力いただき感謝する。県央

地域では病院、診療所ともに約３５％程度の回答が得られた。そのうち３６％は入

院についての課題があり、多くは人員不足、特に看護師あるいは医師の不足と、な

かなか解決できるものではないと思う。准看学校等も入学定員がかなり少なくな

り、医師会立ではかなり大変な思いをしているので、県も慎重に議論してもらいた

い。 

・また、アンケートでいただいた意見の中に、急変時の延命処置に関する意向につ

いて、介護施設が認識不足であるという課題もあった。これはＡＣＰに関わること

だと思うが、埼玉県でもＡＣＰ普及啓発講師人材バンクネットワーク会議という会

議を開催していた。３年ほど続けた後に、令和６年からは市町村の実施事業となっ

ている。ＡＣＰ普及については、小さな集まりで考えるようにしてもらえればと思

う。 

・県医師会でも、私の意思表示ノートというものを作成しており、救急搬送のとき

搬送するかしないかということについて、意思表示があれば「しない」という選択

をする圏域も出てきているので、この点も議論してもらいたい。 

・また、新たな地域医療構想について、１２月３日に第１３回目の新たな地域医療

構想等に関する検討会が開催された。これまで医療機関機能、外来機能あるいは外

来在宅介護との連携、医師偏在是正などが議論されており、今回は地域医療構想の

推進、医療機関機能構想区域、精神医療の位置付けなどが議論された。引き続き議

論を見守っていただければと思う。 

・引き続き、地域医療提供体制の連携に向けてご協議、ご協力いただければと思 

う。 

 

以 上 


